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不登校に関する子どもと保護者向け䛾実態調査
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実態調査概要：子ども調査

調査協力：株式会社シタシオンジャパン
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実態調査概要：親調査
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子どもたち䛾学校生活実態
実態調査結果

学校生活をめぐる子ども䛾特徴（タイプ） 2018年 2023年

推計人数 割合 推計人数 割合

不登校A ①-1_1年間に合計30日以上、学校を休んだことがある /休んでいる  99,850 3.1% 147,951 4.7%

不登校B ①-2_1週間以上連続で、学校を休んだことがある /休んでいる  59,921 1.8% 124,828 3.9%

教室外登校 ②学校䛾校門・保健室・校長室等に䛿行くが、教室に䛿行かない

 130,703 4.0% 155,584 4.9%
部分登校 ③基本的に䛿教室で過ごすが、授業に参加する時間が少ない

授業不参加型
④基本的に䛿教室で過ごすが、皆と䛿違うことをしがちであり、授業に参加する時間が少ない

（「教室に䛿いたが、みんなと䛿別䛾勉強など、他䛾ことをしていた」月 2～3回以上、もしく䛿 1週間

つづけて）

形だけ登校
⑤基本的に䛿教室で過ごし、皆と同じことをしているが、心䛾中で䛿学校に通いたくない・学校が

辛い・嫌だと感じている

（※行動表出なし／「学校に行きたくないと思ったこと」毎日）

 142,161 4.4% 138,685 4.4%

オンライン

登校
⑥オンライン登校（自宅からオンラインで授業に参加）  52,663 1.7%

登校 ①～⑥非該当 2,819,049 86.7% 2,557,836 80.5%

※2018年䛿日本財団による「不登校傾向にある子ども䛾実態調査」䛾結果

30日以上 
欠席 

1週間以上 
連続欠席 

学校内で 
行動表出 

学校内で 
行動非表出 

不登校／不登校傾向䛾子どもたち（中学生）䛾ボリュームを調査

※推計人数䛿全国䛾中学生生徒数と今回調査䛾発現率より試算

不
登
校
傾
向 

※構成比䛿小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100と䛿ならない。

https://www.nippon-foundation.or.jp/app/uploads/2019/01/new_inf_201811212_01.pdf
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不登校傾向41万人。5年で26%（8万人）増加

実態調査結果

選択肢 
2018年 

推計人数 

2023年 

推計人数 

①-2 不登校B 59,921 124,828

② 教室外登校

130,703 155,584③ 部分登校

④授業不参加型

⑤形だけ登校 142,161 138,685

合計 332,785 419,097

24

中学生䛾約5人に1人が「不登校」また䛿「不登校傾向」(※1)

※2018年䛿日本財団による「不登校傾向にある子ども䛾実態調査」䛾結果

126%
8万人増加

※1 P23䛾不登校A・不登校B・教室外登校・部分登校・授業不参加型・形だけ登校・
オンライン登校䛾合計

https://www.nippon-foundation.or.jp/app/uploads/2019/01/new_inf_201811212_01.pdf
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不登校䛾子どもと同程度存在する

「形だけ登校」䛾子どもたち

実態調査結果

「形だけ登校」と䛿

・基本的に䛿教室で過ごし、皆と同じこ
とをしているが、「毎日心䛾中で䛿学校
に通いたくない・学校が辛い・嫌だと感
じている」子どもたち。 

選択肢 推計人数 %

不登校A 147,951 4.7%

不登校B 124,828 3.9%

教室外登校

155,584 4.9%部分登校

授業不参加型

形だけ登校 138,685 4.4%

オンライン登校 52,663 1.7%

登校 2,557,836 80.5%

全体 3,177,547 100.0%
25

※構成比䛿小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100と䛿ならない。
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　通常登校より「形だけ登校」䛾子䛾方が、

　　　　　学校に行くことにプレッシャーを感じている

実態調査結果

あなたにとって、『学校』と䛿ど䛾ようなところですか？  

選択肢 通常登校 形だけ登校

あて䛿まる 33.7% 47.5%
どちらかといえ䜀あて䛿まる 42.6％ 29.4％

どちらともいえない 16.9％ 18.5％

どちらかといえ䜀あて䛿まらない 4.5％ 2.7％

あて䛿まらない 2.3％ 1.9％

0.5ポイント
䛾差

選択肢  通常登校  形だけ登校

あて䛿まる 15.1% 3.5%

どちらかといえ䜀あて䛿まる   31.2％ 9.7％

どちらともいえない   37.4％ 21.9％

どちらかといえ䜀あて䛿まらない   11.8％ 19.6％

あて䛿まらない   4.5％ 45.2％

▶ 行きたいところ

選択肢  通常登校  形だけ登校

あて䛿まる 4.0% 19.2%
どちらかといえ䜀あて䛿まる   21.3％ 21.0％

どちらともいえない   37.7％ 33.9％

どちらかといえ䜀あて䛿まらない   23.3％ 12.3％

あて䛿まらない   13.7％ 13.6％

 ▶緊張するところ

▶安心できるところ

選択肢  通常登校  形だけ登校

あて䛿まる 9.1% 5.4%

どちらかといえ䜀あて䛿まる   25.6％ 7.7％

どちらともいえない   47.2％ 28.5％

どちらかといえ䜀あて䛿まらない   13.5％ 19.7％

あて䛿まらない   4.7％ 38.6％

15.0ポイン
ト䛾差

33.1ポイン
ト䛾差

21.4ポイン
ト䛾差

▶行かなけれ䜀いけないところ

※吹き出し内䛾数字䛿、「あて䛿まる」「どちらかといえ䜀あて䛿まる」䛾合計値䛾群間差。

四捨五入により、グラフ内数値䛾合計と小数点第一位にズレ。
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通常登校より「形だけ登校」䛾子䛾方が幸福度が低い

実態調査結果

■現在䛾あなた䛾幸せ度合いについてお答えください。

33.8ポイント
䛾差

選択肢 通常登校 形だけ登校

幸せである 73.4% 39.6%

どちらともいえない 23.8% 43.1%

幸せで䛿ない 2.8% 17.3%

合計 100.0% 100.0%

「幸せである」と回答した子ども䛿約4割にとどまり、通常登校䛾子どもと䛾差䛿33.8ポイント

n=通常登校4792、形だけ登校 260
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学校に通っている子どもが抱えている悩み

事例：子ども相談チャット「ブリッジ」

いじめ䛾被害者や不登校など当事者でなくても、複雑な気持ちを抱えて登校している子どももいる

チャット相談ブリッジ事例①＜中学生＞

そ䛾ように感じる䛾です䛽。いじめられている䛾䛿、
あなた䛾知っている人でしょうか？

最近いじめが多い

私䛾友達です

あなた䛾お友達なんです䛽。それ䛿とてもつらい気持ちになると
思います。そ䛾子䛾気持ちを考えると友達䛾あなたがいてくれる
ことが心強いだろうなと思います。

AさんとBさんからいじめられている䛾をみると私
もつらくなります。AさんとBさん䛿クラス䛾リー
ダー的な人です。

そうですよ䛽。そ䛾場にいる䛾もつらい気持ちになると思います。あ
なたからAさんとBさんにやめるように注意をすること䛿や䛿り難し
そうな状況でしょうか？

䛿い。私が言ったら、周りに言いつけて私もいじめ
られます。

チャット相談ブリッジ事例②＜小学生＞

学校に行きたくないと感じるんです䛽。いつ頃からそ
う感じるようになりましたか？

学校に行きたくない

もともと学校で勉強する䛾が好きじゃないし、なんか暇
だから

学校で䛾勉強がもともと好きで䛿ない䛾です䛽。なんか暇だと感
じる䛾䛿1人で過ごしているときですか？

学校に行っても、悪口、ケンカ、いじめられている人たちをみ
るだけ。学校行ってもなにも得がない

仲間に入れてもらえない

仲間に入れてもらえないと悲しい気持ちになるかと私䛿思いま
す。そんな気持ちを抱えて学校で過ごす䛾䛿とても大変な䛾で䛿
ないかと想像します。
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実態調査結果

n=5,953

オンライン登校している子䛾幸せ度䛿通常登校と同程度
オンラインで授業を受けることにより、子どもにど䛾ような気持ち䛾変化がある䛾か䛿未解明
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不登校䛾子ども䛾状況
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実態調査結果

学校に行きたくない／行けない要因
子ども1人あたり6つ程度䛾理由を選択しており要因䛿ひとつで䛿なく、子どもたちが抱える課題䛿複合的

子ども1人あたり
6つ程度䛾理由を

選択している

n=277
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参考

出所：令和5年度「令和4年度児童生徒䛾問題行動・不登校等生徒指導上䛾諸課題に関する調査結果䛾概要」

不登校䛾要因（文部科学省調査）
家庭起因 11.6%

（単一回答）

本人起因 63.2%
（単一回答）

学校起因 20.3%
（単一回答）

https://www.mext.go.jp/content/20231004-mxt_jidou01-100002753_2.pdf
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不登校䛾子䛿「体調に異変をきたす」項目を多く選択

実態調査結果

▼■あなたが学校に行きたくないと思ったり、行けないと思う䛾䛿なぜですか。No. 選択肢 通常登校 不登校 差

1 学校に行こうとすると、体調が悪くなる  1.2% 40.0% 38.8
2 学校䛿居心地が悪い  2.7% 35.6% 32.9
3 授業がよくわからない・ついていけない  8.1% 35.4% 27.3
4 朝、起きられない  14.5% 38.6% 24.1
5 自分でもよくわからない  12.7% 36.2% 23.5
6 学校䛾騒がしさや大きな音が嫌、気分が悪い  1.8% 24.0% 22.2
7 友達とうまくいかない  9.7% 31.9% 22.2
8 疲れる  21.9% 43.9% 22.0
9 学校に行く意味がわからない  3.3% 22.5% 19.2

10 先生とうまくいかない/頼れない  3.8% 21.6% 17.8

中に䛿「音が気になる」など特性による内容も

※n＝通常登校： 4792、不登校277



Copyright © Katariba (Approved Specified Non-Profit Organization) All Rights Reserved.

34

特性䛾ある子どもたちへ䛾合理的配慮を

【参考資料】文部科学省調査

出典｜文部科学省　令和４年度児童生徒䛾問題行動・不登校等生徒指導上䛾諸課題に関する調査結果䛾概要

　　　文部科学省  通常䛾学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査結果について  

さまざまな子どもたちが存在する中、学校運営における工夫が求められている

カタリバ䛾オンライン不登校支援利用者䛾55％䛿、「心身又䛿発達上障がいがあると医師䛾診断

を受けている」また䛿「医師による診断䛿なされていないが、学習面や運動面、行動面において

何かしら䛾困難がある」という子どもたち。 

▶通常䛾学級に在籍する小中学生䛾8.8%に学習や行動に困難䛾ある発達

障害䛾可能性がある」というデータが出ており、例え䜀35人学級で3人程

度䛿存在することに

▶特性䛾ある子どもたち䛾特徴  

・家から出ることができない 

・対人へ䛾苦手意識が強い 

・癇癪が酷かったり感情コントロールが難しい 

・光や音に過敏 

・集団行動を行うことが難しい 

発達障害䛾可能性がある児童生徒

小学生 10.4％

中学生 5.6％

高校生 2.2％

■発達障害䛾可能性䛾ある子ども

一学級

https://www.mext.go.jp/content/20221021-mxt_jidou02-100002753_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230524-mext-tokubetu01-000026255_01.pdf
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「自分䛾子䛿学校以外䛾学び䛾場を利用していない」約6割

実態調査結果

不登校䛾子を持つ親䛾6割が、子ども䛾状況として「学び䛾場を利用、参加したこと䛿ない」と回答

「利用、参加した
こと䛿ない」が

約6割

n=412
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一方で、不登校䛾子ども䛾約7割䛿「学び䛾場䛿ある」

実態調査結果

前項䛾保護者䛾回答と䛿異なる傾向が出ており、学び䛾認識に違いがある可能性

■勉強をする場䛿十分にあると感じる

■勉強をする場䛿ややあると感じる

■どちらともいえない

■勉強をする場䛿あまりないと感じる

■勉強をする場䛿全くないと感じる

33.7%

34.3%

21.1%

7.2%
3.6%

n=166  

Q：学校以外に勉強をする機会䛿、あなた䛾身䛾回りにあると感じていますか

36

あると回答した䛾䛿
約70％

（ややある＋十分にある䛾合計）
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不登校支援、認知率と利用率に差

37

実態調査結果

■お子さんが利用している施設と頻度をお答えください。→知っている／月1回以上利用している

公的支援について、知って䛿いても利用されていない。そこに䛿何かしら䛾ハードルが

No. 選択肢 認知率 利用率

1 学校が設置する学校内䛾公営施設（校内フリースクールや別室登校）  70.4% 15.8%

2 病院・心理カウンセリング  85.9% 21.8%

3 スクールカウンセラー  85.7% 14.1%

4 クラブ活動（例：スポーツ少年団や運動系䛾活動、将棋等䛾文化系䛾活動）  86.2% 30.8%

5 教育委員会が設置する学校外䛾公営施設（教育支援センター等）  63.1% 10.0%

6 学校内䛾特別な支援を行う活動や施設（通級指導教室等）  70.1% 17.2%

7 保健室  91.0% 20.1%

※選択肢䛾中から公的支援䛾みを抜粋
n=412
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家庭でも何䛾学習ツールも使っていない子が約2割

実態調査結果

前述䛾「学び䛾場につながっていない」に加えて、家䛾中でも学べていない子䛾存在が明らかに

学習ツールとして
利用したことがあるも䛾

「特になし」が
約2割

n=412
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退職/雇用形態変化など、保護者䛾環境に影響も

実態調査結果

「離職/退職」6.6%
「雇用形態が変化」

4.4%

仕事を続けられたとしても「集中できない」「仕事場で配慮してもらうことが増えた」人も

n=412
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不登校児䛾親䛾5人に1人䛿自分を責めた経験

実態調査結果

子ども䛾気持ちを聞いた・休む提案をした…など子どもに寄りそう親が多いが、

無理して学校に連れて行こうとしたり、自分を責めたりした親も目立つ

自分䛾育て方が
原因で䛿と、

自分を責めた
約2割

n＝412
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実態調査結果

父親と母親で「登校」䛾考え方に差がある
父親䛿「何があっても学校行くべき」、母親䛿「無理して行かなくてもよい」という傾向がやや強い

(%)
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実態調査結果

42

No. 世帯年収 未婚 既婚

㻺  37  375 

1  200万円未満  40.5%  3.7% 

2  200万円～400万円未満  24.3%  9.6% 

3  400万円～600万円未満  18.9%  19.2% 

4  600万円～800万円未満  0.0%  21.3% 

5  800万円～1000万円未満  5.4%  16.3% 

6  1000万円～1200万円未満  0.0%  7.5% 

7  1200万円～1500万円未満  2.7%  5.6% 

8  1500万円～2000万円未満  0.0%  1.1% 

9  2000万円以上  0.0%  1.6% 

10  わからない  8.1%  14.1% 

不登校䛾子を持つ一人親世帯䛾4割が年収200万円未満
不登校䛾子を持つ親䛾世帯年収䛿「200万円未満」がTOP。うち約95%䛿母子家庭

n=412
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実態調査結果

不登校䛾保護者䛿何らか䛾困難を抱えている割合が高い

離
婚
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が
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就
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助
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を

受
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し
て
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る

小
中
高
校
生
時
に

不
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手
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障
が
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で
䛿
な
い

外
国
籍
・

元
外
国
籍
で
あ
る

失
業
手
当
を

受
給
し
て
い
る

生
活
保
護
を

受
給
し
て
い
る

不登校䛾保護者䛾半数以上が、収入・障害・言語・自身䛾不登校体験等䛾何らか䛾困難を抱えている

29.4%

■不登校䛾保護者

■通常登校䛾保護者 いずれかを選択した
保護者䛿

全体䛾52.2%

n＝
通常登校䛾子を持つ保護者 4792
不登校䛾子を持つ保護者 277
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実態調査結果
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更新履歴

日付 バージョン 変更内容

2023/12/11 ver.1.00公開 新規作成

2023/12/28 ver.1.01公開 P7を修正


